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 今日は、研究のバリアをどうやって取り除いて新し

い研究をしていくかという話をします。バリアはいろ

いろなところにあります。例えば、あなたと他者の間

にあります。また、機関の間にも、研究コミュニティ

ーの間にも、研究者と市民の間にもバリアがあります。

こういったものに対してどういうことをやってきたか、

実例のご紹介をして、ソリューションについて考えた

ところをお話しします。 

 私の定義としては、オープンサイエンスとは、今の

研究のやり方に不満を持っており、オープンという言

葉が研究を変えるキーワードであると考える人たちの、

さまざまな考え方が集まる場所です。オープンサイエ

ンスは、それぞれの人が違うことを言っているけれど、

希望が集まる場所は 1 カ所だという感じで捉えていた

だければと思います。そのようなオープンサイエンス

の動きの中で、研究データをオープンすることでどの

ようなメリットがあるかということが議論になります。

そこで、私が行っている二つの研究事例をお話しした

いと思います。 
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「研究のバリア」を打破する 

研究基盤デザインと研究データ利活用 
 

 
北本 朝展 

（国立情報学研究所） 

 
講演要旨 

現在の学術研究には様々なバリア（障壁）が存在しており、それを打破することは学術研究の可能性を広げるために重要な課

題である。コミュニティを隔てるバリア、データの活用を阻むバリアなど、様々な形で存在するバリアをどのように乗り越え

ていくか、そのための技術と戦略が問われている。そこで本発表は、発表者自身がこれまで構築してきた「デジタル台風」

「ディジタル・シルクロード」「東日本大震災デジタルアーカイブ」などの研究基盤を事例とし、研究基盤のデザインや研究

データの活用においてどのようなバリアに直面し、それをどう打破してきたかを紹介する。また、こうしたバリアへの対応は

「オープンサイエンス」においても重要な課題となっており、その解決に向けて情報学が貢献できることについても私見を述

べる。 

北本 朝展 
国立情報学研究所 コンテンツ科学研究系 准教授。東京大学工学系研究科電子工学専攻修了。博士

（工学）。大規模な実世界データから価値を創出する研究に興味を持ち、地球環境データや災害デ

ータから人文科学データまで、異種かつ多分野のデータを対象とした統合・解析・可視化等の方法

論に取り組む。最近はオープンサイエンスを取り巻く活動にもかかわり、他分野の研究者や専門家

と協働しながら、研究基盤を中核とした学術研究の新しい展開を目指す。文化庁メディア芸術祭ア

ート部門審査委員会推薦作品など受賞。 

 



「研究のバリア」を打破する 
研究基盤デザインと研究データ利活用 

 

National Institute of Informatics    第 2 回 SPARC Japan セミナー2015 Oct. 21, 2015 2 

デジタル台風 
 最初は、「デジタル台風」という、主に自然科学デ

ータの話です。デジタル台風というのは、現在発生し

ている台風の情報が出ており、その裏に過去の莫大な

データが入っているデータベースです（図 1）。今日

は台風が二つ発生しているので、二つ情報が出ていま

す。これはいろいろな情報を集めて、統合して検索で

きるようにしています。現在の状況に似たような過去

の情報があるかも検索できます。これは研究者だけで

はなく、市民などいろいろな人が使っています。意外

な利用方法があり、例えば、あるサーファーはこのサ

イトを使って、次にどんな波が来るかをチェックして

います。最近もサーファー雑誌から掲載許諾依頼が来

ました。サーファーはこのデータベースを使って、

「過去の伝説の台風のときはこんな波だった」という

ことを語り合う人が多いのです。今まで約 2 億ページ

ビューと、非常に多くの人が使っています。 

 コアになるデータは図 2 のようなもので、気象衛星

「ひまわり」から台風の部分だけを取り出した画像の

コレクションをつくります。全体で約 18 万件、この

ような画像をひたすら集めていきます。そうすること

によって、画像の検索をしたり、検索技術の研究に使

ったりできるのです。やっていることは、データベー

スに過去のたくさんのデータが登録されているので、

現在来ている台風に似たような過去の台風があったの

か、いろいろな観点から検索するということです。例

えば、雲の形が似ている台風があったか、ニュース記

事に書かれている災害と同じような災害が起きた台風

はあったか、今すごい雨が降っているが、これと似た

雨のパターンの台風はあったかということがリアルタ

イムで検索できるようにしています。例えば経路デー

タでは、過去に似た経路の台風があったか、雲パター

ンのデータでは、過去に似た雲パターンの台風があっ

たか、雨パターンのデータでは、過去に似たような雨

パターンの台風があったかなどがリアルタイムで検索

できます（図 3・図 4・図 5）。このように、いろいろ

な種類のデータを使って分析するというのがこのサイ

トがしていることです。 

 さらに、センサーだけではなく、人間の集めるデー

タも使えます。例えば、雨が降ってきたというツイー

トと、雨が降っているというレーダーのデータを組み

合わせれば、人々が感じる雨はどこに降っているかと

いうことが分かります。これはそう簡単ではなく、ツ

（図 2） 

Tropical Cyclone Image Collection
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Northern Hemisphere Southern Hemisphere

Since 1978, about 154,000 images for NH, and 35,100 images for SH.

（図 3） 

Search by Track Similarity

• Using dynamic time warping for evaluating similarity 
between tracks.
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（図 1） 

Digital Typhoon
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/

• Heterogeneous sources 
are integrated and 
indexed in real-time.

• Past data can be searched 
in the context of the 
current situation. 

• Scientists and citizens use 
the websites for work, 
business, hobby.One of the most famous typhoon 

information Website. About 200 
million page views so far. 
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イートから地名を抜き出して、地名を緯度経度に変換

して、それをマップしています（図 6）。そのために、

GeoNLP というソフトウエアをつくり、文章を分析し

て、その結果が間違っていたら地名辞書を増やすとい

うフレームワークをつくっています（図 7）。 

 その一例として、例えばどこで雨が降って、どこで

雪が降っているかということをツイートから分析する

と、雨が降っているところは青、雪が降っているとこ

ろは白でマッピングされ、東京で雨と雪の境界がどこ

にあるかということが分かります（図 8）。 

 このようにいろいろなデータソースがあり、例えば、

先日の台風災害でもそうでしたが、河川の情報と雨量

の情報が別々の場所から出てくるので一緒に見られな

いという問題があります。自然としては分かれていな

いのに、観測する機関が分かれているというバリアが

あり、統合できないのです。 

 このインフラで心掛けているのはバリアフリーです。

このようなリサーチデータのインフラをつくるときに、

研究者用と市民用、プロフェッショナル用とアウトリ

ーチ用というように分けられることがよくありますが、

私は両方が使えるようなユニバーサルなインフラがい

いと思っています。それは、結局、市民の使い勝手を

良くすると、研究者の使い勝手も良くなるからです。

いろいろな人が使えるように使い勝手を良くすること

も、バリアフリーということでバリアに関係するとこ

ろです。 

 

Digital Silk Road 
 次は全く毛色が違いますが、2001 年に始まった人

文学のプロジェクト「Digital Silk Road」です。「Digital 

Humanities（デジタル人文学）」とは、人文学者と情報

学者が協力してやるというものです（図 9）。Digital 

（図 5） 
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Search by Rainfall Similarity

2004/10/18-2004/10/21 1998/10/14-1998/10/18

1998/09/20-1998/09/25

1983/09/25-1983/09/29

• Use a spatial pattern as a query, 
and retrieve other patterns.

• Similarity is based on the rainfall 
amount and distance. 

（図 4） 

Search by Image Similarity
• Content-based image 

retrieval: search similar 
images to the query 
image. 

• Similarity is based on 
image features; currently 
PCA, but ideally more 
complex.
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（図 7） 

GeoNLP FrameworkPublic resources 
for placenames

Gazetteer

Morph. Anal.

Test Sample

Update costs

Natural Language

Morphologic. Analysis

Pattern Matching

Placename Extraction

Placename Resolution

Metadata AnnotationResponse in JSON format or 
use it as CMS modules

Text or HTML for input into 
JSON-RPC API

Failed！

Collaboration

Registration

Ge
oN

LP
Se

rv
er
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（図 6） 

Social Weather Monitoring

Social data

Search by 
keyword

Scientific data

Toponym-based geotagging
by GeoNLP

(time, latitude, longitude, situation)

Comparison of social and scientific 
streams in terms of precipitation

• Precipitation is easier to observe by the 
eye than weather in general.

• Weather radar can provide objective 
data or “ground truth.”   
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Silk Road もテキスト、マップ、写真、地名データベー

スなど、いろいろなデータを扱っています。これらを

どう使うかについて説明します。 

 これは一つの例ですが、シルクロードの地図をデジ

タル化して貼り付けるところまでは簡単にできます

（図 10）。貼り付けてみると、何かよく分からない遺

跡があることが分かってきます（図 11）。青い点は有

名な遺跡で、地図上に「○○遺跡」と書いてあり、そ

れがどこか分かりますが、赤い点は地図上に「○○遺

跡」と書いてあっても今はどこにあるか分からないと

いうものです。こういうものが地図をデジタル化する

と見つかってきます。なぜ分からないかというと、地

図に誤差があって、「○○遺跡」と書いてある場所に、

今行ってもないけれど、地図の誤差を考えて行くと遺

跡が見つかるという状況にあるからです（図 12）。地

図と写真などを組み合わせて現在地を推定する手法を

つくり、遺跡を発見するというプロジェクトを行いま

した。これで実際、遺跡が見つかって、昔の本に書い

てあるこの遺跡は、今のこの遺跡だということが分か

ってきたのです（図 13）。 

 そのような面白い成果が出たのですが、最初は批判

されました。特に人文学者から、「何をやっているの

か分からない」「今までの仕事とあまりにも違ってい

て評価できない」など、いろいろな批判を受けました。

最初は誤差がどうだといったテクニカルな言葉で説明

をしていたので全然分かってもらえなかったのですが、

その後に人文学で使われている史料批判という概念を

用いて、史料批判をデジタル化して行ったのだと言う

と、ふっと分かった人が出てきて、これはいい手法だ

と言われるようになりました。もちろん理解できない

人もいるのですが、きちんと理解できるようにするに

は言葉遣いを変えることが非常に重要で、コミュニテ

（図 10） 

Stein Map (Silk Road)

• Stein’s map “Innermost Asia” was registered and 
displayed on Google Earth satellite images.
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（図 8） 
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Futtekitter: http://agora.ex.nii.ac.jp/futtekitter/

（図 9） 

Digital Silk Road

• Started in 2001.
• Digital Humanities: 

Collaborative work 
among  informatics + 
humanities scholars.

• Databases and digital 
resources are publicly 
accessible on the Web.
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http://dsr.nii.ac.jp/

（図 11） 

Problem of “Missing” Ruins

①

Yārkhoto
③ ④

Bezeklik
⑤
⑥

②
⑦ ⑧Kara-khōja Toyuk

Sirkip

Lukchun

Chong-hassār, 
Kichik-hassār

① Oi-tam, ruined fort
② Bögan-tura
③ Buluyuk ( Shipang, Sassik-bulak, Kazma )
④ Murtuk-ruins

⑤ Yoghan-tura
⑥ Chikkan-köl
⑦ Bedaulat’s town, Bēsh-kāwuk, Kosh-gumbaz
⑧ Yutōgh
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Missing Ruins
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ィー間のバリアをまたぐには、どのように説明するか

が重要であるということが分かりました。 

 このような経験をして、バリアを壊すような研究は

どういうものかと考えました。コミュニティーを横断

する研究は、データをもらってきて、自分が知ってい

る手法を当てはめて、結果を出すというのが通常のや

り方です。これもいいのですが、これでは、既に知ら

れている結果を再現しているだけだったり、正しいけ

れど当たり前だという結果が出たりすることがありま

す。そうではない研究にするには、問題について深く

理解して、研究のやり方そのものを新しくすることが

キーポイントだと思います。そうすると、コラボレー

ションしないと得られないような結果が得られるので

はないでしょうか。そのようなバリアがある中での研

究にはいろいろなやり方があると感じています。 

 

バリアをどう壊すか 
 バリアを壊すような研究をするときには、やはりデ

ータは重要だと思っています。その一例として DIAS

（Data Integration and Analysis System）というプロジェ

クトを紹介します。これは、地球環境データを 1 カ所

に集め、気候、水、防災、農業、生物多様性、都市、

健康、経済といったいろいろな分野の研究者がそのデ

ータを共同で分析してあれこれ議論することで新しい

成果を得るというプロジェクトです（図 14）。これが

いいのは、同じデータについて議論することによって、

知見の共有などができていくことです。 

 DIAS（図 15）はデータをアーカイブするだけでは

なく、人が集まってそのデータについて共同で作業す

るコミュニティーのインフラストラクチャーと、デー

タのインフラストラクチャーがあって、それが合わさ

って DIAS というインフラストラクチャーができてい

（図 14） 

DIAS : Data Integration and 
Analysis System
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（図 15） 

DIAS = Data + Community
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http://www.diasjp.net/about/system/

Community
Infrastructure

Data 
Infrastructure

（図 12） 

Error Distribution in Turfan Basin / White: Innermost Asia / Black: Serindia

Error Distribution in Turfan

• Some ruins were reported by 20th expeditions, but are 
missing in recent survey reports. 
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（図 13） 

M.D.

M.C.

M.B.

M.A.

a

b

c

d

C’

B’

Matching Entities

Stein’s map and satellite images for the 
same area. Each source reports different 
ruins due to different conceptualization. 
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るという 3 層構造になっています。 

 データをシェアすると、データについてあれこれ分

析したりディスカッションしたりということができる

ので、いろいろなものが集まってきます。一方、例え

ば知識を共有するとなると、知識は基本的に使うだけ

なので、そこに集まって何かやるということにはあま

りなりません。ですから、データを集めると、そこに

コミュニティーが集まってくる。ナレッジだと何か分

散していくようなイメージが私にはあります。 

 重力のようにどんどん集まってくるという動きがつ

くれれば理想的ですが、どういうものがそのような力

を生み出すかを考えました。まず、長くやっているサ

ステイナブルなインフラストラクチャーがあると、こ

こは信用できるという気分が生まれて、そこに集まる

力ができます。もう一つ、単純にデータの量が多くな

ると、このデータにこのデータを結び付けると面白い

という発想がどんどん生まれ、そこに集まってきます。

そこに重力でどんどん集まってくると、データとコミ

ュニティーがたくさん集まってくるというポジティブ

なサイクルをつくるところまでいけると、このような

インフラストラクチャーがどんどん成長するプロセス

に入ると思います。 

 

あなたの中にあるバリア 
 データには、政府データ、研究データ、ビジネスデ

ータがあります。政府データは open by default、原則

オープンでなければいけません。ビジネスデータは

open by strategy、戦略的にオープンにする、メリット

があればオープンにされます。研究データは多分この

中間にあって、eventually open、最終的にはオープン

になるけれど、いつオープンにするのかが問題だとい

うエリアにあると思います。 

 データの価値は、取ったときが一番高く、それから

下がっていきます（図 16）。自分にとっての価値

（personal value）と社会にとっての価値（public value）

があり、恐らく、自分にとっての価値は急激に下がっ

ていき、社会にとっての価値はゆっくり下がっていき

ます。これについて考えさせられるのは、最近「自分

が死ぬ前にデータをオープンにしたい」という相談を

受けるときです。もう引退された先生から、「自分が

死んだら、これはもう誰も使えなくなるから何とかオ

ープンにしたい。でも、大変過ぎてできない、何とか

してくれ」という話をよく聞きます。 

 自分にとっての価値は死ぬときは恐らくゼロになっ

てしまいます。そのデータを自分の墓まで持っていき

たいわけでないのなら、やはりどこかの時点でオープ

ンにしなければいけないということです。自分にとっ

ての価値と社会にとっての価値が交わるところがオー

プンにするタイミングなのですが、社会にとっての価

値を上げていくと、これがどんどん早まっていきます。

例えば、サイテーションをする、イノベーションの価

値を言う、データマネジメントコストを下げるなど、

いろいろなやり方があると思いますが、とにかくこれ

をできるだけ早くしていくということです。 

 今、データは、クローズとオープンのどちらかとい

う二分法になっているように感じますが、リサーチデ

ータについては、このバリアをどんどん下げていくと

いうことが重要で、それは Barrier-Less Data という言

い方ができると思います。つまり、バリアを今までよ

り下げるならそれは価値があることだという形で、最

終状態としてのオープンを言うだけではなく、バリア

をどれだけ下げたかという話をするべきだと思います。 

 バリアを下げるということは、今のシステムに満足

していたら別にやらなくていいことなのです。ですか

（図 16） 

Eventual Openness of Data

• Raise public value by increasing citation, evaluating  
open innovation, reducing data management cost.

• At the end of your life, you want to share the data!
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Value

Time

Personal value

Public value

Time for sharing the data
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ら、やはり今に満足していないということが一つ大き

な要因としてあると思います。データをシェアして、

それについてディスカッションすることは、コラボレ

ーションを促進する上で非常に有効だと思っています。

バリアを砕くには、現状に満足せずに、長期的な視点

で行動することが重要だと考えています。 
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